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日
本
語
を
学
ん
で
13
年
に

な
る
イ
タ
リ
ア
の
留
学
生
ヴ

ァ
レ
リ
オ
・
リ
ッ
チ
さ
ん

（
32
歳
）
は
、
曲
亭
馬
琴
の

伝
奇
小
説
『
椿ち

ん

説せ
つ

弓ゆ
み

張は
り

月づ
き

』

の
イ
タ
リ
ア
語
へ
の
翻
訳
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
平
安
時

代
末
期
の
英
雄
・
源
為
朝
の

一
代
記
で
あ
る
『
弓
張
月
』

は
、
前
、
後
、
続
、
拾
遺
、

残
の
全
５
編
か
ら
な
る
長

編
。
ヴ
ァ
レ
リ
オ
さ
ん
は
２

年
間
の
日
本
留
学
で
前
編
の

翻
訳
を
終
え
た
。

　「
個
性
豊
か
な
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
が
た
く
さ
ん
登
場
す
る

冒
険
譚
。
馬
琴
の
壮
大
な
発

想
で
展
開
さ
れ
、
わ
く
わ
く

す
る
物
語
で
す
」
と
『
弓
張

月
』
の
魅
力
を
話
す
。

車
い
す
体
験
講
座

▽
日
時

２
月
26
日
（
月
）

９
時
30
分
〜
▽
場
所

神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
館
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
▽
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ホ
ー
プ
代
表
永

田
潔
氏
▽
定
員

20
人
（
先

着
順
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▽
参
加
費

無
料
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２
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▽
場
所

神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
５
号
館
ラ
ー
ニ

ン
グ
・
コ
モ
ン
ズ
▽
講
師

Ｎ
Ｐ
Ｏ
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ホ
ー
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潔
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順
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▽
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※
申
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込
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合
わ
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は
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べ
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神
田
学
生
生
活
課
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２
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５
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６
８
２

４

イ
タ
リ
ア
留
学
生 

ヴ
ァ
レ
リ
オ
さ
ん

曲亭馬琴の伝奇小説『椿説弓張月』

世界初 翻訳に挑戦

　
２
０
１
７
年
度
高
大
連
携

聴
講
生
修
了
式
が
１
月
20

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
。
半
期
ま
た
は
１
年

間
、
大
学
の
正
課
授
業
を
聴

講
し
た
５
人
の
修
了
生
に
対

し
て
、
高
大
連
携
連
絡
協
議

会
の
吉
田
雅
明
座
長
（
経
済

学
部
教
授
）
が
ね
ぎ
ら
い
の

言
葉
を
伝
え
た
後
、
中
野
育

高大連携聴講生修了式
高校生５人に証書授与

18年度長期交換留学生に８人
　
２
０
１
８
年
度
の
長
期
交

換
留
学
生
及
び
交
換
留
学
奨

学
生
（
第
１
期
）
に
８
人
が

決
ま
っ
た
。
１
月
20
日
、
生

田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
留
学
許
可

書
交
付
式
が
行
わ
れ
、
髙
橋

裕
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
か

ら
留
学
許
可
書
が
手
渡
さ
れ

た
。

　
留
学
先
と
期
間
、
氏
名
、

学
部
・
学
年
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

■
上
海
大
学
（
中
国
）
２
月

〜
19
年
１
月

▽
田
村
宜
昇（
二
部
経
済
３
）

■
西
北
大
学
（
中
国
）
２
月

〜
19
年
１
月

▽
北
崎
拓
之
（
法
３
）

■
檀
国
大
学
（
韓
国
）
２
月

〜
12
月

▽
嶋
田
紗
奈
（
経
済
２
）

▽
鎌
田
春
風
（
文
２
）

■
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
大

学
ハ
レ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル

ク
（
ド
イ
ツ
）
３
月
〜
19
年

２
月

▽
新
谷
咲
太
（
経
済
２
）

■
リ
ヨ
ン
政
治
学
院
（
フ
ラ

ン
ス
）
２
月
〜
19
年
１
月

▽
埜
々
下
茉
奈
（
法
２
）

▽
山
田
智
紀
（
法
２
）

■
ワ
イ
カ
ト
大
学
（
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
）
２
月
〜
11
月

▽
副
島
陸
（
経
済
２
）

長期交換留学生の８人と髙橋裕センター長（前列右端）

　
12
月
９
日
、
生
田
キ
ャ
ン

パ
ス
総
合
体
育
館
で
11
チ
ー

ム
約
80
人
が
参
加
し
て
第
52

回
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
た
。

　
体
育
会
学
生
と
一
般
学
生

の
体
力
的
な
差
を
な
く
す
た

め
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
競
技
で
行

わ
れ
る
。
今
回
は
２
人
１
組

に
な
っ
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を

体
で
挟
み
ゴ
ー
ル
を
目
指
す

ボ
ー
ル
サ
ン
ド
リ
レ
ー
と
、

テ
ニ
ス
や
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
６

種
類
の
ボ
ー
ル
か
ら
ラ
ン
ダ

ム
に
選
ん
だ
ボ
ー
ル
を
シ
ュ

ー
ト
す
る
ラ
ン
ダ
ム
フ
リ
ー

ス
ロ
ー
の
２
種
目
の
総
合
得

点
で
優
勝
を
競
っ
た
。

　
ボ
ー
ル
サ
ン
ド
リ
レ
ー
で

は
、
コ
ツ
を
つ
か
む
の
に
各

チ
ー
ム
苦
戦
し
た
が
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
が
進
む
ご
と
に
白

熱
し
た
争
い
と
な
っ
た
。

　
女
子
学
生
が
高
得
点
を
獲

得
で
き
る
特
別
ル
ー
ル
を
設

け
た
ラ
ン
ダ
ム
フ
リ
ー
ス
ロ

ー
。
普
段
使
い
慣
れ
な
い
ボ

ー
ル
の
扱
い
に
苦
し
む
学
生

が
見
ら
れ
る
な
か
高
得
点
が

連
発
し
、
体
育
館
に
歓
声
が

湧
き
起
こ
っ
た
。

　
ボ
ー
ル
サ
ン
ド
リ
レ
ー
で

の
高
得
点
獲
得
に
よ
り
、
大

逆
転
が
あ
っ
た
今
回
の
体
育

祭
。
優
勝
チ
ー
ム
は
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
の
チ
ケ

ッ
ト
を
手
に
し
た
。

　
体
育
祭
は
リ
ピ
ー
タ
ー
が

多
い
。
今
回
の
参
加
者
が
後

輩
を
連
れ
て
来
年
度
も
参
加

し
て
楽
し
む
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
に
な
っ
て
い
っ
て
ほ
し

い
。（
体
育
会
本
部

斉
藤

葵
・
商
４
）

笑顔の参加者＝総合体育館

男
副
座
長
（
商
学
部
教
授
）

と
「
現
代
商
品
論
Ⅰ
」
の
講

義
を
担
当
し
た
見
目
洋
子
商

学
部
教
授
が
修
了
証
書
を
手

渡
し
た

写
真
。

　
今
年
度
は
高
大
連
携
協
定

校
（
神
奈
川
県
座
間
総
合
高

校
、
元
石
川
高
校
）
か
ら
２

人
、
専
大
附
属
高
校
、
専
大

松
戸
高
校
か
ら
３
人
が
「
法

学
の
基
礎
」「
商
学
基
礎
Ⅰ

・
Ⅱ
」
な
ど
法
、
商
学
部
の

講
義
を
聴
講
し
た
。

　
修
了
生
は
全
員
３
年
生

で
、「
知
ら
な
い
言
葉
が
多

く
、
正
し
い
知
識
を
身
に
つ

け
よ
う
と
本
を
読
む
よ
う
に

な
っ
た
」「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
商
品
開
発
が
身
近
に
な

り
、
専
大
で
学
び
を
深
め
た

い
と
い
う
意
欲
が
高
ま
っ

た
」
な
ど
、
大
学
の
講
義
を

体
験
し
た
感
想
や
大
学
生
活

に
向
け
た
意
欲
を
語
っ
た
。

体
育
祭 

歓
声
響
く

　
経
済
学
部
の
専
門
科
目

「
学
外
特
別
研
修
」
の
発
表

会
が
12
月
９
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
あ
っ
た
。

　
学
外
特
別
研
修
は
実
習
体

験
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
）

を
通
じ
て
、
社
会
を
見
る
目

を
養
う
こ
と
を
目
的
に
し
て

い
る
。
通
年
科
目
で
、
前
期

に
仕
事
論
な
ど
を
学
び
、
夏

期
休
暇
中
の
１
〜
２
週
間
、

企
業
や
地
方
自
治
体
な
ど
で

実
務
を
体
験
。
後
期
は
研
修

体
験
を
ま
と
め
、発
表
す
る
。

　
本
年
度
は
２
、
３
年
次
生

19
人
が
履
修
。
発
表
会
で

は
、
一
人
一
人
が
研
修
内
容

や
成
果
を
報
告
し
た
。

　
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

の
価
値
総
合
研
究
所
（
東
京

都
千
代
田
区
）
で
研
修
し
た

佐
仲
丈
太
朗
さ
ん
（
３
年

次
）
は
調
査
業
務
に
当
た
っ

た
。
過
去
の
資
料
を
読
み
、

最
新
の
デ
ー
タ
を
集
め
分
析

を
す
る
作
業
を
通
じ
て
、
責

任
の
大
切
さ
を
痛
感
。「
今

ま
で
仕
事
に
対
す
る
イ
メ
ー

ジ
は
〝
大
き
な
壁
〞
だ
っ
た

が
、
実
務
を
経
験
す
る
こ
と

で
、
仕
事
は
チ
ー
ム
で
や

り
、〝
壁
〞
は
分
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
実
感
し
た
。

将
来
に
対
す
る
不
安
が
取
り

除
か
れ
た
」
と
話
し
た
。

　
ほ
か
の
学
生
も
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
を
通
じ
て
、「
自

分
の
得
手
不
得
手
を
確
認
で

き
た
」「
就
職
活
動
や
将
来

経
済
学
部
学
外
特
別
研
修
発
表
会

就
労
体
験
の
成
果
を
報
告

に
向
け
て
の
具
体
的
な
ビ
ジ

ョ
ン
が
描
け
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
報
告
し
た
。

　
受
け
入
れ
先
企
業
の
担
当

者
も
聴
講
し
、「
発
表
は
ど

れ
も
分
か
り
や
す
く
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
、
社
会
で
も
通

用
す
る
」
と
称
賛
。「
自
分

が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
、
社

会
に
ど
の
よ
う
な
価
値
を
生

み
出
す
の
か
、
普
段
か
ら
考

え
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

た
。

一人一人が研修内容や成果を報告

目
指
す
。
同
小
説
は
他
言
語

の
翻
訳
本
は
存
在
し
て
い
な

い
の
で
、
完
成
し
た
ら
快
挙

に
な
る
。「
日
本
で
の
研
究

を
生
か
す
の
は
こ
れ
か
ら
。

息
切
れ
し
な
い
よ
う
マ
イ
ペ

ー
ス
で
続
け
ま
す
」
と
笑
顔

で
決
意
を
示
し
た
。

　「
興
味
を
持
っ
た
ら
ど
こ

に
で
も
行
っ
た
」
と
い
う
ヴ

ァ
レ
リ
オ
さ
ん
。
２
年
間
の

留
学
中
、
研
究
以
外
の
思
い

出
も
た
く
さ
ん
で
き
た
。
伊

勢
原
で
乗
馬
を
体
験
。
上
高

地
か
ら
穂
高
、
槍
ケ
岳
を
縦

走
し
北
ア
ル
プ
ス
を
満
喫
し

た
。『
弓
張
月
』
後
編
に
出

て
く
る
沖
縄
を
訪
ね
、
離
島

久
高
島
で
沖
縄
方
言
に
初
め

て
触
れ
た
。

　
残
念
な
の
は
日
本
の
学
生

と
触
れ
あ
う
チ
ャ
ン
ス
が
少

な
か
っ
た
こ
と
。「
懇
親
会

を
や
ろ
う
と
誘
っ
て
も
、
み

な
予
定
が
い
っ
ぱ
い
。
か
な

り
前
に
約
束
し
な
い
と
実
現

し
な
い
。
イ
タ
リ
ア
で
は
考

え
ら
れ
な
い
こ
と
で
す
」

　
ヴ
ァ
レ
リ
オ
さ
ん
は
イ
タ

リ
ア
中
部
の
自
然
豊
か
な
マ

ル
シ
ャ
ー
ノ
生
ま
れ
。
子
ど

も
の
時
に
漫
画
、
ア
ニ
メ
、

映
画
な
ど
日
本
の
大
衆
文
化

が
好
き
に
な
っ
た
。
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
大
学
外
国
語
学
科
で

日
本
語
を
学
び
始
め
、
馬
琴

を
知
っ
た
。
同
大
学
大
学
院

に
進
学
し
日
本
文
学
を
専

攻
、
博
士
課
程
で『
弓
張
月
』

の
研
究
・
翻
訳
に
本
格
的
に

取
り
掛
か
ろ
う
と
２
０
１
６

年
、
国
費
留
学
の
研
究
生
と

し
て
２
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
来
日
、
馬
琴
研
究
の
板
坂

則
子
研
究
室
に
入
っ
た
。

　
翻
訳
に
当
た
っ
て
難
関
が

い
く
つ
も
あ
っ
た
。
日
本
の

古
典
文
学
の
引
用
が
多
く
、

理
解
が
大
変
だ
っ
た
。
原
作

の
崩
し
字
の
読
解
に
も
苦
労

し
た
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情

報
学
部
の
飯
田
周
作
教
授
の

指
導
で
機
械
学
習
に
よ
る
変

体
仮
名
の
自
動
解
読
に
も
取

り
組
ん
だ
。「
こ
と
ば
に
触

れ
る
の
が
好
き
な
の
で
や
り

が
い
が
あ
り
ま
し
た
」

　
ま
た
、
板
坂
教
授
か
ら
の

勧
め
で
江
戸
期
の
文
学
を
は

じ
め
ス
ウ
ィ
フ
ト
の
『
ガ
リ

バ
ー
旅
行
記
』
な
ど
西
洋
の

文
学
と
の
比
較
も
行
い
、

『
弓
張
月
』
の
内
容
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
３
月
で
留
学
を
終
え
る
が

翻
訳
は
帰
国
後
も
継
続
し
、

『
弓
張
月
』
の
全
編
翻
訳
を

沖
縄
・
久
高
島
で
く
つ
ろ
ぐ

ヴ
ァ
レ
リ
オ
さ
ん

「
研
究
深
め
た
」


